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外部評価（総合的意見）に対する市の取組状況

新しい行政評価システムの適正運用
（事務事業マネジメントシートの改善）

外務委託ノウハウの強化と総点検
について

外務委託ノウハウの強化と総点検
について

プする中で見えた課題について
提言に対する市の回答をフォローアッ
プする中で見えた課題について

今年度の個別の事務事業評価について

前年度の提言について

事業目標の「見える化」について

について
まちづくりへの地域人材の活用

について

職員の意識改革について

PDCAサイクルの徹底について

行政活動の加速について
市民を味方に付けた（市民参加型）

行政活動の加速について

について
過去の当委員会の提言（総合的意見）

について

全般に対する総括
当委員会の責務である行政改革活動

全般に対する総括

各年度の提言内容
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［平成29年度下半期の状況］
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外部評価（総合的意見）に対する市の取組状況

新しい行政評価システムの適正運用
（事務事業マネジメントシートの改善）

今年度の個別の事務事業評価について

事業目標の「見える化」について

職員の意識改革について

PDCAサイクルの徹底について

 評価表の構成を見直し →これまでより目標や課題を認識しやすい形に
 中間評価の実施
→PDCAサイクルの意識・徹底による改善の視点，暫定の評価結果を次年度予算に反映できる仕組み

 事後評価の実施 →担当者が人事異動前に評価することでより精度の高い評価が可能
 総合計画を意識した行政評価，重点事務事業の管理
 日報管理システムの導入による人工数の把握 →平成28年度実績評価から反映
 行政評価システムと予算編成システムの連携を強化
→システムを統一することで，意識付け効果及び事務の軽減

平成28年度に行政評価システムを見直し，これらの提言に総合的に対応

前年度の提言について

［平成29年度下半期の状況］
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外部評価（総合的意見）に対する市の取組状況

市民を味方に付けた（市民参加型）行政活動の加速について

 （仮称）地域まちづくり協議会
・地域住民が協力し合い，行政と協働して地域の諸課題に取り組むための組織である「（仮称）地域ま
ちづくり協議会」の設置に向け，「守谷市まちづくり協議会設立方針（案）」を策定
・まちづくり協議会設置の前段として，まちづくり検討会を立ち上げ，設立に向け検討を開始

 タウンミーティングの実施
・市⾧が小学校区ごとに市民とミーティングを行い，地区ごとの課題解決に向かう

［平成29年度下半期の状況］

外務委託ノウハウの強化と総点検について

 指定管理者モニタリングマニュアルの活用
・平成29年度事業から指定管理者モニタリングマニュアルを活用し，統一的な項目の自己評価及び所
管課評価を実施
・施設利用の満足度アンケートを実施することで利用者からの評価も実施


